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搭
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需
要
弾
力
性
の
測
定

高

森

:>IE 
日

カ目
性 ヨk
，，) 

測 l
定〈ー〉
つ緒
》育
申 l

l官
(固〉要
錆現

言産

y 

ヤ

Pレ、J

f三)
『軍

緒

モ吾
首

い
ろ
い
ろ
の
理
由
か
ら
で
あ
ら
・
7
。
立
入
っ
た
取
扱
ぞ
数
多

く
は
見
な
い
問
題
で
あ
る
。

初
事
者
が
知
る
範
闘
で
は
比
較
的
綿
密
に
分
析
し

τ居
る
マ

第
三
十
巻

第
六
貌

一
一
六

九
七
大

ー
シ
ヤ
ル
に
就
て
一
慮
の
概
念
ぞ
得
、
更
に
ピ
グ
ウ
の
見
解
や

附
加
へ
て
、
龍
者
と
共
じ
一
つ
の
謀
題
と
し
七
い
。

何
故
に
マ
ー
シ
ャ
ル
と
ピ
グ
ヲ
と
を
並
べ
ん
止
す
る
か
。
ピ

グ
ウ
を
参
考
し
て
始
め
て
逆
に
マ
ー
シ
ャ
ル
の
本
領
令
明
解
し
、

?
l
シ
ヤ
ル
に
遡
る
こ
と
に
依
て
の
み
ピ
グ
ク
を
知
り
得
る
場

合
は
頗
ゐ
多
い
。
自
ら
公
言
す
る
如
く
ピ
グ
ウ
は
マ
ー
シ
ャ
ル

の
展
開
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
の
問
題
は
ピ
グ
ウ
に

於
て
落
若
く
と
こ
ろ
に
落
着
か
し
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特

に
今
の
問
題
に
就
て
は
、
夏
に
一
歩
を
準
め
て
、
ピ
グ
ワ
は
マ

-
シ
ヤ
ル
の
般
を
禰
ふ
者
・
修
正
す
る
者
の
地
位
に
立
つ
が
ゆ

ゑ
で
あ
る
。一一

需
要
の
弾
力
性
(
マ

1
ν
γ
戸

)

，-
A
R
V
J
h
v
a
v
-ホ
λ

債
格
の
騰
落
に
つ
れ

τ需
要
の
減
品
唱
す
る
感
感
性
を
需
要
の

弾
力
性
と
一
式
ふ
。

三
個
人
の
需
要
に
お
け
る
如
く
、

一
市
揚
会
慢
に
於
て
は

需
要
の
弾
力
性
は
、
債
格
の
一
定
の
下
落
に
劃
し
て
需
要
量
が

大
に
埼
加
す
る
か
僅
か
じ
増
加
す
る
か
、
債
格
の
一
定
の
騰
貴

拙稿「ピグウ由経済事左賞践J(彦根高高論叢第七盟主〉参照1) 



の
一
パ
ー
セ
ン
ト
培
加
し
に
揚
合
じ
は
、
需
要
の
弾
力
性
は

に
謝
し
て
需
要
量
が
大
に
減
少
す
る
か
僅
か
に
減
歩
る
か
に
依

て
、
或
は
大
で
あ
り
或
は
小
で
あ
る
」

或
は
二
分
の
一
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
O
L
勿
論

7
l
シ
ヤ
ル
も

「
債
格
の
小
低
落
が
同
等
の
比
例
的
増
加
を
需
要
量
に
惹
起

す
る
な
ら
ば
、
郎
ち
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
償
絡
が
一
パ
ー
セ

ン
ト
下
っ
た
た
め
寅
上
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
培
し
た
揚
合
に
は
、

言
ふ
様
に
此
説
明
は
粗
つ
陪
い
。
何
と
な
れ
ば
切
の
叩
に
封
す

'
E
A
 

る
比
例
は
伺
の
位
に
謝
す
る
比
例
と
正
株
に
は
同
一
で
は
な
い

守

E
A

唱
・
且

か・
l
り
。

需
要
め
弾
力
牲
は
一
で
あ
る
と
一
一
員
っ
て
も
い
い
。
叉
償
絡
が
一

需
要
聞
力
性
は
需
要
曲
線
を
以
て
す
れ
ば
上
(
分
る
。

パ
l
t
ン
k
下
つ
に
に
め
需
要
量
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
或
は
一
一
分

、〈ぞ+o 

山町、社、
v

市
ん
冊
、
隣
同
》
れ
泳
リ

'ur、し
μ
除
U
M
F
慨
務
池
宮
ル
可
減
陸

?
?
?
v
f

T
ぃ
f

〉
甫
跡
、
障
τ
b
p
時
巾
占
ご
一
F

寵
弘
司
博
、
妥
同
問
、
，

2
J
2
1吋
-F
。

叫
時
町
一

24MM印
可
丹
市
白

JWK画
業
、
】
次
、
跨

4司
、
，
刺
綱
陣
刈
凶

wh都
宮
市
N

で
込
山
部

U
H
E

降
、
d
凶

T

ヰ

-
P
。

州
崎
町
河
町

hu
宵

F

は
寸
叫
、
内
建
設
、
』
W
L
L
B
4
.
、
，
剥
洞
卸
市
中
波
蒔
冨
作
マ
込
町
摺

同』言、
d

』

T

守、一で。

h
F
4
.
N
U
様
U
4
0

活
て
い
罪
判
、
迫
:
出

E
l
、
常
滑
山
町
附

;
l
i陪

Z24
慢ドミ」一品法

↓一
一
H
、
七
?
可
再
開
司
斗
出
『
円
三
C

M

U
唱
立
量
削
-
一
『
￥

(-d-
十
。
昌
也
て
工
当
こ

議，、山下、『円卓
H
。
百
戸
【
さ
?
?
で
，
譲
治
問
、
，
れ
い
、

u
J
4
m
V
H
u
q
e
c
m
r
r
h甘刷、功

苔
嵯
忌
U
母
出
品
川
同
町
、
、
、
へ
糧
法
博
〉
玲
h
p

都
渋
川
、
J

雪
斗

S
骨
担
当
蕗

n郡
、
て
合
守

山揮
u
q
帯、
d

汁
マ
守
、
ャ
o
H
N
峰
、
世
帯
砂
〉
お
ド
様
U
4
0
品
」

ロ

(ii!! I満)¥ 
ロ

玄

→ 

X 

雑

需
要
弾
力
性
の
測
定

iff， 

第
三
十
巻

九
七
七

第
六
鉱

ーじ
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維

卸
ち
凶
曲
線
が
岐
に
寝
る
ほ
ど
世
間
市
首
の
弾
力
性
は
大
な
る
こ

と
を
一
不
す
。

銭

需
要
却
力
性
巴
測
定

側
企
人
に
就
て
見
れ
ば
、
貧
者
は
禁
附
と
な
す
べ
き
一
杯
の
清

泊
に
す
ら
近
寄
れ
な
い
時
出
者
は
高
償
な
洋
酒
す
ら
水
の
如
く

あ
ふ
る
で
あ
ら
う
。
之
ぞ
階
級
に
就
て
見
る
も
、
官
同
裕
に
段
階

が
あ
り
貧
乏
に
階
段
が
あ
る
。
今
、
五
日
々
は
之
等
の
凡
て
の
細

、
、
、

別
令
姑
く
措
い
て
枇
曾
の
一
階
級
合
総
で
は
需
品
刊
@
中
産
階
級
a

貧
民
)
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
需
要
弾
力
性
の
法
則
の
最

も
明
白
な
観
念
を
有
ち
、
フ
る
で
あ
ら
・
ヲ
。

「
需
要
の
弾
力
性
は
、
債
格
の
高
い
揚
合
に
は
大
で
あ
り
、
債

絡
が
中
位
の
相
場
合
に
は
大
又
は
砂
く
と
も
著
し
い
。
し
か
し
偵

格
が
低
落
す
る
に
つ
れ
て
弾
力
性
は
下
り
坂
と
な
り
、
償
格
の

低
落
が
引
績
い
て
飽
満
水
準
に
遣
す
る
や
漸
次
消
波
す
る
。
此

原
則
は
殆
ど
凡
て
の
尚
品
に
就
て
、
各
階
級
の
需
要
に
就
て
、
安

賞
す
る
ら
し
い
。
但
し
高
い
債
格
が
終
り
そ
し
て
低
い
償
絡
が

始
ま
る
水
準
は
階
級
ぞ
異
い
す
る
に
よ
り
て
臭
り
、
同
様
に
低

い
債
格
が
終
り
そ
し
て
甚
だ
高
い
債
格
が
始
ま
る
水
準
も
階
部
帆

を
奨
に
す
る
に
よ
っ
て
呉
ゐ
こ
と
だ
け
を
抜
い
て
考
へ
て
の
w

)

第
三
十
血
管

第
大
統

F、

九
七
八

と
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
細
い
離
に
な
る
と
多
く
の
違
ひ
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
主
と
し
て
、
人
が
官
官
易
に
飽
満
す
る
商
品
が

あ
る
か
と
忠
ふ
と

欲
求
が
殆
ど
際
限
の
無
い
向
日
間
(
東
に
外

耳
切
」
川

H
1
n
d

F
町

J
ι
y
z口、

が
あ
る
と
一
去
ふ
事
費
か
ら
鵡
る
。
後
者
的
揚
合
に
は

憤
格
が
ど
れ
だ
け
下
溶
し
ゃ
ー
と
も
弾
力
性
は
依
然
と
し
て
穎

著
で
あ
る
に
反
し
、
前
者
に
在
り
て
は
一
皮
び
慣
絡
下
落
す
れ

ば
直
ち
に
弾
力
牲
は
止
へ
は
れ
る
o'

ニ
の
こ
と
を

J

グ
リ
ー
ン
・
ピ
イ
に
劃
す
る
需
要
に
就

τ
マ
ー

シ
ャ
ル
と
共
に
例
詮
す
る
。

季
節
の
初
め
に
は
一
日
百
封
z

反
市
場
に
持
込
ま
れ
一
封
度
一

志
で
責
ら
れ
、
少
し
粧
っ
と
五
百
封
度
驚
ら
さ
れ
て
一
封
皮
大

片
で
費
ら
れ
、
夏
に
先
に
な
る
と
千
封
度
濁
ら
さ
れ
て
四
片
で

費
ら
れ
夏
に
二
片
で
五
千
封
皮
と
な
り
、
も
っ
と
経
て
ば
一
寓

封
皮
を
一
片
下
で
責
ら
れ
る
。
か
く

τ需
要
は
突
の
闘
に
表
さ

れ
る
。
(
第
二
園
)

突
の
全
部
需
要
は
、
寓
持
・
中
産
階
級
・
貧
民
の
一
市
要
よ
り
成

る
三
階
級
が
夫
々
需
要
す
る
景
は
恐
ら
く
次
の
表
に
よ
っ
て
一
不

さ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。

ibid. p. 103・

iuid. p. 104・Fuut-Note.
5) 
6) 
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雑

鋒

需
要
諌
カ
性
白
測
定

説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、

第
三
岡
グ
リ
ー
ン
・
ピ

4
に
封
す

る
富
者
の
需
姿
は
非
常
な
高
僚
に
於
て
さ
へ
著
し
い
が
、
貧
者

が
消
費
す
る
に
は
未
把
相
針
的
に
高
い
と
い
ふ
債
格
に
至
っ
て

も
全
く
強
力
性
や
失
っ
て
し
ま
ふ
。
第
五
闘
貧
者
は
低
い
儒
格

を
以
て
始
ま
り
債
格
の
僅
か
な
低
落
も
購
入
高
を
大
に
増
加
し

大
仁
弾
力
的
で
あ
る
こ
と
を
不
す
。
第
四
阿
は
そ
の
中
聞
に
立

つ。オみ
る此
とめ
、部、

部分、
分需
需要
要曲
の綿

器官
をき
表己.
す子

全 F
部」

需を
要:1;;
曲互
島県 tこ
を 71<:
得ZJ':
る lご
。重}

13P 
ち

。ZH
O
E
H
Z
E
-
H
∞
号
室
主

。
丙

H
C田
町

2
.
H
P町
GErm-

C
F
H
C・
師
会

3
H
Y叶
c
g
r
F

。
同
州
d
同
州

α門
川
出
引
同
川
刻
{)-c-z-H。
自
串
(
瀦
い
圏
)

郎
ち
部
分
需
要
曲
線
た
る
第
一
一
一
・
四
・
五
聞
や
合
せ
る
と
全
部

需
要
曲
線
に
る
元
の
第
二
聞
や
得
る
。

以
上
の
如
き
複
雑
な
る
事
情
あ
る
に
も
か
か
は
ら
歩
需
要
と

債
格
と
の
関
係
に
就
て
大
ざ
っ
ぱ
な
要
約
金
す
る
な
ら
ば

1
1

需
要
の
増
減
は
債
格
の
高
低
や
現
象
す
る
。
激
に
一
一
一
日
へ
ば
剛
山

第
三
十
容

九
八

O

第
ム
ハ
按

一一一
O

格
の
騰
落
は
需
要
の
減
時
唱
を
招
来
す
る
。
し
か
し
乍
ら
償
柊
の

高
低
に
照
揺
す
る
需
要
伸
縮
の
度
は
階
級
に
よ
h

り
て
具
、
る
こ
と

は
前
週
の
如
し
。
さ
れ
ど
叉
財
貨
の
穏
類
に
よ
り
て
も
異
ゐ
。

一
般
的
に
一
一
一
日
へ
ば
、
幾
多
の
具
ゐ
用
途
や
有
す
ゐ
物
は
最
も
掠

力
的
な
需
要
ぞ
有
つ
。
之
に
反
し
絶
針
必
要
口
問
(
憤
例
必
要
問
問
。

能
率
必
要
ロ
聞
と
原
則
し
て
)
及
び
寓
者
の
脊
修
口
問
中
彼
等
の
所

得
や
奪
ひ
去
ら
ぬ
物
は
非
常
じ
非
弾
力
的
で
あ
る
。

一一一
需
要
弾
力
性
の
測
定
(
ピ
グ
ク
)

此
白
唱
え
方
は
、
も
と
も
と
ピ
グ
ウ
が
手
控
え
と
し
で
雄
刊
誌
に
費

表
し
た
も
の
を
著
ぎ
の
中
に
、
多
少
の
手
を
入
れ
で
繰
入
れ
た
も

白
で
あ
る
。
初
め
鼎
思
表
す
る
時
に
明
ら
か
に
吾
一
ロ
ヲ
て
ゐ
る
如
〈
、

官
時
盛
に
な
っ
て
ゐ
た
家
計
祈
究
の
統
計
的
資
料
主
ば
、
需
要
聾

カ
性
白
大
さ
を
研
究
す
る
た
め
に
利
用
す
る
宇
ぅ
、
根
気
強
い
算

術
家
に
勧
め
る
た
め
白
与
一
新
方
法
を
以
て
先
鞭
を
附
け
た
と
と

ろ
の
も
の
が
之
で
あ
る
。
式
を
以
て
説
明
す
る
部
分
が
銅
賞
多
い

四
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

a
i
ピ
グ
ク
の
組
ひ

E∞nOTlIc Joumal of Dec. JQTO 
Eoono皿1白 ofwelfare. Appendix. 



一・
l
シ
ヤ
〆
に
依
て
指
摘
さ
れ
て
る
や
、
フ
に
、
任
意
の
市
場

に
於
け
る
任
意
の
商
品
に
謝
す
る
需
要
の
弾
力
性
吾
、
時
一
ぞ
異

じ
し
て
消
費
さ
る
る
債
格
と
数
量
と
を
直
接
に
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
決
定
す
る
試
み
は
非
常
な
困
難
に
曝
さ
れ
る
。

悲
し
債
格
務
動
が
需
要
最
へ
印
刻
反
動
す
る
も
の
と
俄
定
し

符
ゐ
な
ら
ば
、
若
し
現
賓
の
償
格
務
動
と
モ
れ
に
関
連
す
る
格

来
の
償
一
格
制
現
動
(
同
一
方
向
恭
く
は
反
針
の
方
向
へ
の
)
に
到

す
る
人
々
の
期
待
止
め
聞
の
聯
粕
を
除
く
叩
〕
と
が
出
来
る
な
ら

ば
、
そ
し
て
叉
若
し
需
要
表
の
引
上
け
及
び
引
下
け
(
之
は
内

輸
の
動
き
と
貨
常
購
買
力
の
供
給
の
愛
化
と
が
さ
う
せ
し
む

る
)
に
封
し
て
酎
酌
す
る
こ
と
が
問
来
る
な
ら
ば
、
連
年
の
聞

の
債
格
の
百
分
率
緩
化
と
消
費
の
百
分
率
費
化
と
の
比
較
令
す

れ
ば
、
(
十
分
な
統
計
の
容
す
る
商
品
に
就
て
は
)
、
殆
ど
平
均

現
質
消
費
に
近
い
消
費
高
に
艶
す
る
弾
力
性
ぞ
数
的
に
ざ
っ
と

測
定
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
或
種
の
商
品
に
就
て
は
上
記
の

ホb
p
 

俄
定
が
合
現
的
に
な
さ
れ
う
る
ら
し
い
。

0

0

0

0

 

し
か
し
、
多
く
の
揚
力
性
が
か
か
る
直
接
方
法
(
己
5
2
g
l

2
-
6
3
に
依
る
計
算
に
遇
す
る
花
ら
う
と
の
希
望
は
少
い
。
‘
立

雑

需
要
弾
力
牲
の
測
定

録

か
ら
し
て
、
反
動
の
還
さ
に
基
く
困
難
に
打
勝
っ
た
め
に
、
何

0

0

0

0

0

0

 

か
の
間
接
計
算
方
法
(
古
伝
克
己

5
2
7
0
L
C『

grzrzoロ)

有
殺
で
あ
る
か
ど
う
か
そ
苓
ね
て
見
る
ニ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ピ
ク
ウ
の
照
準
も
そ
こ
に
存
す
る
。

b
l
ピ
グ
ク
案
の
基
礎

白

州

⑤

⑤

。

。

ヒ
グ
ク
の
立
案
の
基
礎
は
、
異
れ
る
所
得
の
人
々
に
よ
っ
て

唱

〉

イ

三

こ

》

l
こ

3
i各
こ
を
「
1
h
j
署
S
I
L
-
-
一
目
請
ヨ
日

η'

二
O
R
F
C
オ
f
z
v相
佐

和

L
B
-

計
由
主
.
.
 オ

T
E
E
-
p
u
d

位
一
也
⑤
@
@
品
、
口
伝

0

0

教
室
を
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(
一
つ
の
興
へ
ら
れ
大
る
所
得

の
人
々
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
債
格
に
於
て
消
費
さ
れ
士
一
商
品

の
数
量
を
比
較
す
る
代
り
に
)
。

c
l方
法

の

分

析

此
方
法
の
性
質
を
表
す
に
め
仁
、
三

O
士
山
と
三
一
士
山
と
の
問

グ
ル
ー
プ

の
持
働
者
群
の
支
出
・
コ
二
志
と
三
二
志
と
の
聞
に
在
る
弊
銀

所
得
者
群
め
支
出
・
以
下
之
に
準
じ
て
間
断
な
く
凡
て
の
勢
銀

水
準
の
支

m-hq一
示
す
表
を
取
ら
う
。
此
の
く
っ
つ
き
合
つ
士
組

合
せ
に
就
て
は
、

rの
隣
の
群
の
人
々
の
趣
味
も
気
質
も
同

第
三
十
巻

九
ノk

第
六
競

iJ王

MaTshall， Principles of Economi田 .ed. 7 p. 109 et seq. 
ととでは勿論、マーシヤルが「原理」の序文英伸多〈の箇所で力説してゐる知
〈、時と M、ふ要素は、経癌畢における最大岡離の多〈の源泉をなす。
例へば此根識からレーフエルl'教慢は、大戦直前に、合・衆王闘におげる小型醇
の総瞳需要。揮力性在約0.6と算定Lた。
“A MeUiod of' betenn1n.iIlg the .Nnmeri(;al Value of Elm;t.iciti目 of[)emnnd， " 
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雑

1<k 

需
要
都
力
性
の
測
定

仁
近
い
、
と
仮
定
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
と
云
ふ
の
は
、
任
意
の

尚
品
(
此
商
品
に
到
す
る
需
要
は
他
の
諸
商
品
に
針
す
る
需
要

の
第

x
番
目
の
軍
位
に

と
若
し
く
は
関
連
し
な
い
と
こ
ろ
の
)

劃
す
る
欲
求
は
、

ニ
O
士
山
群
の
中
の
典
型
的
な
人
々
は
三
一
士
山

群
に
等
し
く
、

一
一
二
士
山
群
の
そ
れ
は
コ
一
二
志
鮮
に
等
し
い
。

一
政
尚
口
聞
の
第

x
番
目
の
軍
位
に
叫
到
す
ゐ
欲
求
量
や
ば
ー
さ
と

せ
よ
。
即
ち
、
機
一
百
す
れ
ば
、

veを
第
X

問
単
位
に
針
す
る
欲
求

と
す
れ
ば
、
該
商
品
に
針
す
る
欲
求
曲
線

L
Z
A
2
2
0
は
可

11(同
)

砂
以
て
表
き
る
。

五
日
々
は
夏
仁
、

照
臨
臓
の
有
無
が
特
に
分
ら
な
い
際
は
、
該

向
田
叩
に
封
す
る
雨
群
の
欲
求
曲
線
は
、
消
費
さ
れ
た
他
の
諸
肉

か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
貨
鮮
の
限
界
欲
求
と
は
、
無

関
係
で
あ
る
、

F
仮
定
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
少
い
丸
ル
同
協
和
プ

の
貨
惜
の
限
界
歓
求
を
山
と
し
、
多
い
方
の
所
得
群
の
そ
れ
を

そ
し
て
之
等
二
群
に
よ
っ
て
消
費
さ
る
る
商
品
の
童

品
の
量
と
は
、

助
と
し
、

を
れ
川
町
山
と
す
。
し
か
る
時
は
、
該
商
品
の
針
債
と
し
て
支
携
は
れ

た
債
格
は
雨
群
に
と
っ
て
同
一
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
、
此

署
長
i
せ
(
同
】
)
及
件
寄
与
何
れ
と
も
等
し
い
こ
と

第
三
十
巻

第
六
被

:k 
ノ、

そ
知
る
。

二
式
は
お
互
-L
相
等
し
い
。

か
る
が
ゆ
ゑ
仁
、

し
か
し
、
二
群
の
所
得
が
お
互
に
接
近
す
る
時
を
細
川
像
す
る

こ
と
が
リ

l
ズ
ナ
プ
ル
だ
か
ら
し
て
、
若
し
れ
叫
が
h
と
ホ
ン
の

少
し
丈
呉
ゐ
な
ら
ば
、

乱
(
同
問
)
は
一
般
に
も
(
M
L
+
(
同凶
l
a
M
〕)で

な
し
を
以
て
退
問
表
さ
る
。
放
に

会主
)

H

N

M

、

同

時

11珂

ヨ岨
l
ロ
ゴ
、
、
，

-
i
l卜
l

卜
甲
F
H

乙
。

コ
プ
.

し
か
し
、
任
意
の
消
我
山
に
闘
す
る
欲
求
曲
線
の
搾
力
性
は

1
(
同】)

1
1
1
1
に
等
し
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
る
o
此
の
弾
力
性
品
管

Z

同
三
-
f
u
F
こ

ぞ
以
て
示
せ
ば
吠
の
如
く
な
る
。

H
s

，sH
6

同
戸
】
同

巾
同

U
M
i
-
-
l
y
-
-
-
-

』

M
M

ロ】時
l
l
司
ご

け
れ
ど
も
、
任
意
の
普
通
の
出
品
1
1
一
個
人
の
全
部
所
得

の
小
さ
な
割
合
が
之
に
賛
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
ー
ー
の
消
費
に
お

• 

け
る
小
鍵
化
は
、
彼
に
と
っ
て
の
貨
幣
の
限
界
欲
求
を
目
に
見

え
る
ほ
ど
捻
き
ぞ
へ
に
費
化
せ
し
む
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る

持
止
守

謀

者

、

か
ら
し
て
、
任
意
の
消
費
丸
に
関
す
る
欲
求
曲
続
の
弾
力
性
は

該
商
品
消
費
に
闘
す
る
需
要
曲
線
の
弾
力
性
に
等
し
い
。
か
る

が
ゆ
ゑ
に
、
少
い
方
の
所
得
群
の
需
要
弾
力
牲
は
欲
求
強
力
性

と
同
校
に
、

記
単
位
の
消
費
に
闘
し
て
は
、

'" M 
M 

仁
よ
っ
て
表

11y Pigol1， (Economic J ournal， 1910). 

「ーづの輿へられたる債格に於て」主いふC~)俄定を記憶さるるであらう。
勿論、腕格に言」、ならば、さうした愛化は、貸併の限界欲求における若干の
聖書化を捲きぞへにするけれども。

持
占
平
地

f
I
 

4

1

 

品
有



む
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
時

〕す
1
E
同

副

口

d
a

先己
U
H
-
-
H
I
l
-
-

ぃ・
i

L

e

・

同
M

】百円
M

，E

，ロ

r

l
y
J
j
f
f
/
J
J
i
j
J
J
 

如、|
ら、貨
れ、幣
る、の
な、限
ら、昇
t工、欲

求
の
キ目
調
的
憤
値

i

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.

消
し
一
且
口
々
が
町
川
の
相
羽
的
償
値
告
知
ゐ
な
ら
ば
、
此
方
税

式
は
任
意
の
商
品
(
そ
れ
に
劃
す
る
需
要
は
他
諸
前
日
山
と
は
若

し
く
は
開
漣
し
な
い
と
こ
ろ
の
)
に
到
す
る
骨
L
P
所
得
併
の
荷

妥
弾
力
性
を
、
該
群
が
消
費
し
つ
つ
あ
る
該
商
品
量
に
閉
し
て
、

決
定
す
る
こ
と
金
可
能
な
ら
し
む
る
で
も
あ
ら
う
。
同
じ
ゃ
う

な
方
程
式
は
、
諸
他
の
所
得
群
の
各
b
に
相
耀
す
る
弾
力
性
を

決
定
す
る
こ
と
ぞ
可
能
な
ら
し
む
る
で
も
あ
ら
う
。
若
し
ι口々

の
答
が
よ
り
高
い
所
得
群
は
、
上
K
V

低
い
所
得
群
よ
り
も
、

Br-

に
於
て
よ
り
多
き
の
み
な
ら
宇
質
に
於

τも
よ
い
り
苔
き
商
品
を

消
費
す
る
傾
ぎ
が
あ
る
と
い
ふ
事
寅
に
よ
っ
て
、
資
際
に
於
て

は
-h
日
々
の
答
が
損
ぜ
ら
れ
る
だ
ら
う
と
故
障
を
云
ふ
人
が
あ
る

よ な
つら
てば
消、、
資、共
さ、困
れ、難
る、は
尚、
目 、 三百
ロロ・ τ三r
0)、ノー
数、の
量、公

どま
品中
O~ 'T 

Xョ‘コ

イ1こ
ぷ、

る

異
る
所
得
群
に

雑

録

需
要
蹴
力
性
の
測
定

そ
の
前
品
へ
の
総
支
出
お
四
円
白
山
科
目
白
町
民
唱
団

E
F
E司
令
表
す
と
こ

ろ
の
数
字
を
以
て
す
る
ニ
と
に
依

τ、
察
易
に
打
勝
て
る
。

E
戸
三
百
一
ぬ
と
し
て
の
尚
ロ
聞
い
針
す
る
需
要
の
弾
力
性
ぞ
得

ょ
う
と
岡
山
ふ
な
ら
ば
、
凡
て
の
所
得
群
に
針
す
る
別
々
の
強
力

性
を
算
定
し
、
購
入
量
に
基
い
て
そ
ゃ
り
ゃ
結
合
す
る
こ
と
が

必
要
で
も
あ
ら
う
。
(
脚
註
)

、
、
、
、

?
1事
賞
知
ら
な
い
ざ
す
れ
ば

T
F
平
日
レ
レ
千
r
す
か
山
町
ん
山
町

mw
相
針
ん
町
品
目
位
伊
知
レ

hv
炉
、
じ

て
み
れ
ば
確
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
依
て
吾
々
は
、
任
意
の

商
品
に
針
す
る
需
要
の
弾
力
牲
を
ち
S
E
E
-
2
5
仁
於
て
決

定
す
る
た
め
に
前
記
方
法
の
分
析
ぞ
用
ふ
る
こ
と
み
}
罷
め
さ
せ

ら
れ
る
o
し
か
し
こ
の
こ
と
は
吾
々
の
研
究
ぞ
塞
し
は
し
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、
前
に
示
さ
れ
た
過
程
に
よ
っ
て
、
任
意
の
所
得

群
に
お
け
る
需
要
の
弾
力
性
は
、
該
所
得
群
に
於
て
消
費
さ
れ

町
叫
が
全
く
同
一
方
法
で
、
印
も
、

に
凡
て
の
物
に
針
し
て
、

回出
ω
1
L

ロゴ

ロ
】
回

る
か
ら
。
そ
こ
で
、
若
し
、
数
個
の
鍔
力
性
が
れ
・
0

ア
白
川
等
々

な
る
項
と
し
て
這
入
込
む
式
に
於
て
決
定
さ
れ
う

第
三
十
巻

7L 
i¥. 

第
六
披

ー一一

以上'出で来?を結果が彼をして手控えを書か Lめた唯一回fJJ因ではない。何
となれば右白警から弾力特の大きを量的に知るためrは、 m，を激的tr:m!! 
白言葉で言ひあらはす必要があるから 布かもそれは出来ない。か fて被
が詮意を惹こうと翼ふ勧は、次項に ii~ -r虫n <、四1 及 m~を包んでしま」司式
に於て揮力性を決定する ζ とである。
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雑

量曇

需
要
期
カ
性
の
測
定

O

D

0

3

3

0

っ
。
。
。
。
。
。
。
。
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
と
等
の
舟
力
性
の
何
れ
か
一
つ
は
、
町
及
び

l

D

l

'

'

l

l

i

1

，
，
。
。
。
。
。
。
。
。

即
日
い
伽
ι
v
bド
U
T
J
h』い
v
u
b伽
伽
一
蜘
U
於
て
一
一
晶
表
さ
れ
、
2
0
0

未
知
数

m
m
は
取
除
か
れ
、
五
日
々
は
次
の
公
式
を
得
る
。

日H
ち

此
符
は
芭
擦
に
市
記
の
論
謹
か
ら
来
る
噌
}
と
は
注
意
す
べ
寺
』

で
あ
る
。
但
し
前
記
の
論
震
は
関
係
尚
ロ
聞
の
附
者
に
は
一
典
摺

ん
の
所
得
の
ホ
ン
の
僅
か
か
部
分
が
規
則
的
に
費
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
や
僚
件
と
し
て
。
し
か
し
乍
ら
‘
一
般
に
、

o

o

o

-

-

弾
力
性
を
表
す
絶
叫
制
式

P
Z
Q
Z
Z
F
コ
E
E
お
の
ゲ
け
が
出
て

来
，
る
と
こ
ろ
の
ー
は
此
の
仮
定
の
上
-L
の
み
安
営
す
る
け
れ
ど

3

0

0

、

も
、
右
の
比
較
式
円
。
吉
宮
E品
Z
S
E
E
r
は
夏
に
一
典
型
人

の
所
得
の
長
わ
か
部
分
が
費
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
こ
商
品
仁
針
し

で
も
亦
殆
ど
妥
営
す
る
。
甲
商
品
に
費
さ
れ
る
部
分
は
乙
商
品

に
賛
さ
れ
る
部
分
と
茜
花
し

t
は
異
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
。

。
。
。
。
。
。

モ
の
理
由
は
、
絶
品
割
的
指
力
性
担
げ
曲
c
-
E
g
o
-
g民会一
g
e
q
あ
ら

は
す
二
式
(
結
合
さ
る
べ
き
)
に
お
け
ゐ
誤
差
は
互
に
で
フ
ン
ス

第
三
十
巻

九
八
四

第
六
時
腕

F吐

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

πら
、
ヲ
か
ら
。

一
商
品
仁
は
一
群
は
共
所
得
の
大
な
る

割
合
を
費
し
、
他
の
商
品
に
は
小
な
る
割
合
を
費
す
二
物
に
剥

。
。
。
。
。
。

す
る
該
群
の
需
要
の
相
蜘
的
弾
力
性

E
P
E
5
0
}富一
n
F
g
e
f
得

五
日
々
の
比
較
式
は
、

る
に
め
に
用
ゐ
ら
れ
た
時
に
の
み
、
ま
じ
め
な
嫌
疑
金
受
け
る
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
有
ん
の
比
較
式
は
、
近
隣
の
所
得
群
じ

よ
る
消
極
点
間
口
川
の
消
費
数
目
前
或
は
諸
山
口
刊
へ
の
支
出
の
統
計
に

趨
問
し
に
時
.
任
意
の
一
商
品
(
任
意
の
所
得
群
に
よ
っ
て
現
資

に
消
費
さ
れ
仁
商
品
の
数
量
に
闘
し
て
)
に
謝
す
る
任
意
の
所

得
群
の
諒
要
弾
力
牲
と
任
意
の
他
の
商
品
仁
劃
す
る
同
群
の
需

要
弾
力
性
と
の
互
一
口
を
数
的
に
決
定
し
能
は
し
む
。
此
知
識

は
版
々
そ
れ
自
随
傾
値
が
あ
る
だ
ら
う
。

一
週
コ
一
五
志
の
畑
町
働

者
の
着
物
に
割
す
ゐ
需
要
は
食
物
に
針
す
る
需
要
の
約
二
供
弾

力
的
で
あ
る
か
或
は
約
十
M
M
弾
カ
的
で
あ
る
か
争
知
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
此
知
識
は
更
に
間
接
に
も
亦
重
要
で

あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
若
し
舌
々
が
何
か
他
の
方
法
|
|
民
主

一
物
に
封

の
帳
簿
そ
の
他
の
審
査
を
通
じ
て

l
i仁
お
い

τ、

す
る
任
意
の
所
得
群
(
叉
は
所
得
群
の
集
合
)
の
需
要
の
弾
力
性



を
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば

凡
て
こ
の
他
の
事
物
に

封
す
る
彼
等
の
需
要
の
探
力
牲
を
決
定
せ
ひ
と
謹
む
一
つ
の
橋

を
蕊
に
苦
々
は
有
つ
司
}
と
に
な
る
か
ら
。

阻

緒

-t-H 

任
意
の
市
揚
に
於
け
る
任
意
の
尚
口
聞
に
謝
す
る
叫
要

ω弾
力

性
争
、
償
怖
の
日
分
本
変
化
と
消
費
量
の
百
分
心
不
鑓
化
と
を
直

桜
に
比
較
す
ゐ
}
と
じ
よ
っ
て
、
決
定
せ
り
と

t
る
r
ゲ
ウ
の

所
謂
直
接
計
算
方
法
は
、
船
と
云
ふ
要
素
に
関
連
す
る
幾
多
の

困
難
や
苧
h
u
o
z
r
の
こ
と
は
マ
ー
シ
ャ
ル
も
指
摘
し
大
o
指
摘
は

し
た
が
錬
る
所
は
直
接
方
法
に
止
ま
っ
て
ゐ
亡
。
ピ
ダ
ウ
は

歩
進
ん
で
此
の
困
難
に
打
勝
つ
ぺ
く
間
接
計
算
方
法
ぞ
以
て
し

に
。
而
か
も
謂
ふ
所
の
絶
叫
割
式
に
よ
る
よ
り
も
比
較
式
に
よ
る

守
】
と
に
よ
っ
て
そ
の
妥
首
の
範
聞
大
な
り
と
し
に
。

此
方
法
の
一
つ
の
小
さ
な
寅
駒
を
借
り
て
首
否
を
考
へ
よ

フ。

衣
服
に
封
す
る
想
力
性
と
貨
物

に
謝
す
る
揮
カ
性
と
の
比
率

一O
志
以
下
回
一
努
働
者
・

J
j
j
i
f
-
-
:
一
、
一
六

雑

録

需
要
理
カ
性
白
測
定

二
O
志
よ
り
二
五
志
ま
で
:
:
て
一
一
一
一

二
五
志
よ
明
=
一
O
志
書
で

;:::JE--:
一
、
六
二

二一
O
志
よ
り
一
二
五
志
ま
で
・
:EE--一
一
一
二

Ei---
一
、
二
五

三
五
志
よ
P
四
O
志
ま
で
J
i
-
-
:
E
i
-
-
-
一
一
、
犬
四

三
O
志
よ
り
三
五
志
ま
で
の
努
働
者
に
封
す
る
比
率
の
酌
下

を
除
い
て
考
ふ
る
な
ら
ば
、
之
等
の
数
字
は
連
綬
的
で
あ
り

一司し
C
I
E
E
K悶
-
hグ

J
L主
ト
主
工
五
、

Q
q
b
正

l
f
E
s

z、[『
l
E
A宵
来
Z
I
L
P
[
t
出
三

ι謡
K
4却
し

ゃ

t
zオ
K
4
3

常
な
貧
乏
人
の
聞
で
は
衣
服
仁
射
す
る
需
要
は
殆
ど
食
物
に
剖

す
る
治
姿
の
ご
と
く
非
搾
力
的
で
あ
る
く
く
、
そ
し
て
叉
所
得

の
大
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
相
針
的
強
力
性
は
大
と
な
る
こ
と
は

営
然
で
あ
る
か
ら
。

勿
論
此
方
法
を
細
目
に
亘
っ
て
誼
用
す
る
人
は
吃
度
重
大
な

困
難
に
プ
ツ
突
か
る
花
ら
う
。
し
か
し
統
計
資
料
の
改
善
に
よ

り
て
打
勝
に
る
べ
き
徐
地
は
大
き
い
と
思
ふ
。
勿
論
若
干
の
揚

合
に
は
、
賞
験
に
か
け
て
之
等
の
困
難
が
打
勝
ち
難
い
こ
と
が

す
一
註
さ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
に
も
か
か
は
ら
ホ
同
様
な
方
針
に

縫
っ

τか
か
る
研
究
の
分
野

ω徹
底
的
な
探
究
を
試
む
る
経
済

曲
牢
者
が
あ
る
こ
と
は
失
点
も
笠
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
努
力
は

空
し
く
な
い
だ
ら
う
と
、

r
グ
ワ
と
共
に
考
へ
る
。

第
三
十
巻

九
八
五

第
六
時
酬

一
二
五

肖らの目的を有つ或統計を、彼白方法に従つで衣服に聖書ナる環カ性と食物に
封ずる弾力性との Tatioを求b たも回であるo
平均四基となる資料D不足にも主とづ〈とピグウは排解寸る。日)


